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令和５年度事業実施報告 

 
【事業一覧】 

  

Ⅰ 人づくり 

１ 男女共同参画・ダイバーシティに関する交流事業・講座・研修の企画・実施 

（１）男女共同参画に関する人材育成 補 

（２）男女共同参画に関する研修・啓発 補・基・委  

 

２ 多様なチャレンジを支援する事業 

（１）高校生向け出前授業 補 

（２）セクシュアリティ教育講演会 補 

 

Ⅱ 環境づくり 

１ 男女共同参画・ダイバーシティに関する交流事業・講座・研修の企画・実施 

  （再掲） 

（１）男女共同参画に関する研修・啓発（再掲） 補・基・委  

 

２ 多様なチャレンジを支援する事業（一部再掲） 

（１）高校生向け出前授業（再掲） 補 

（２）セクシュアリティ教育講演会（再掲） 補 

（３）高校・大学等との連携 補 

 

３ 男女共同参画・ダイバーシティに関する情報の収集及び提供 

（１）ホームページ及びＳＮＳ等を利用した情報発信 補 

（２）文献情報・視聴覚教材の収集及び提供（情報スペースの運営） 補 

 

 ４ 女性団体等との協働・連携及び活動・交流支援 

（１）女性団体等との協働・連携 基 

（２）女性団体等への活動・交流支援 補 

 

Ⅲ 安心づくり 

１ 男女共同参画に関する相談 

（１）相談事業（エソール広島相談事業） 補 

（２）専門家による無料相談会 委 

  （３）相談員研修 補 

 

【財団運営】 

 

Ⅳ 財団運営 補 

 

 

  ※ 補：県補助事業、基：21 世紀基金事業、委：委託事業 
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Ⅰ 人づくり 

 

１ 男女共同参画・ダイバーシティに関する交流事業・講座・研修の企画・実施 
 

（１）男女共同参画に関する人材育成 

ア エソールひろしま大学 

（ア）実施内容 

男女共同参画社会づくりを推進するため、困難・不確実性が拡大する時代に、自主性・ 

自立性を持ち、柔軟に考え、生き抜く力を身につけた人材を養成するための講座を実施し 

てきたが、受講希望者の減少等により、令和５年度は休止とした。 

 

  （イ）実績・成果 

     平成 18 年度に開始したこの事業のこれまでの実績は次のとおり。 

区 分 修了者（累計） 開 講 年 度 

基礎講座 547 名 平成 18～30 年度 

応用講座 245 名 平成 19～29 年度 

専科 107 名 平成 19～26 年度 

人財養成講座 37 名 令和元～４年度 

 

（ウ）課題 

 「ひろしま女性大学」では、政策方針決定の場へ参画する女性を増やそう、という明確 

な目標があり、これに関しては所期の目標が概ね達成されたと考える。 

令和２年度から４年度までの３年間は、ＳＤＧｓをテーマとし、実施してきたが、ター 

ゲット層が定まらず、受講者が集まらないことなどが課題となった。 

   今後、「大学」という名称を掲げて事業を実施するためには、ターゲット層、テーマ等を 

  明確にした上で、取り組んでいく必要がある。 

 

 （エ）今後の取組 

今後の「エソールひろしま大学」のあり方と具体的な内容について見直す。 

 

イ 対人支援の技術 

  （ア）実施内容 

ウィズコロナの時代に対応し、困難を抱える方への支援の充実・強化を図るため、人と 

関わる上で基本となる「聴く技術」を体験的に学び、相談技術を身に付けた人材を育成す

る講座を実施した。 

 ３回連続講座後、受講者の希望により、「カウンセリング理論・技術」の活かし方等につ 

いてのフォローアップ研修を実施した。 

 また、喫緊の課題として捉えられている高齢者問題と、子どもの発達や成長、困りごと 

に対しての支援を様々な角度から学ぶ、ワンデーセミナーを２講座実施した。 

 

① カウンセリングから学ぶ（３回連続講座） 

・形 式：集合 

・定 員：30 名 
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・受講料：20,000 円 

・プログラム（10:00～16:00） 

実施日 テーマ 講 師 

6/24 カウンセラーの聴き方 

宮田 智基さん 
（帝塚山学院大学大学院教授） 7/15 カウンセラーの応答スキル 

7/22 事例素材をもとにした応答スキルの振り返り 

 

② カウンセリングから学ぶ（フォローアップ研修） 

・形 式：集合 

・受講者：令和４年度、５年度同講座修了生 

・受講料：6,000 円 

・プログラム（10:00～16:00） 

実施日 テーマ 講 師 

11/25 
家族コミュニケーションの循環を変える 
カウンセリング理論・技術の支援場面への適用 

宮田 智基さん 
（帝塚山学院大学大学院教授） 

 

③ ワンデーセミナーⅠ 

・形 式：集合 

・定 員：30 名 

・受講料：6,000 円 

・プログラム（13:00～16:00） 

実施日 テーマ 講 師 

8/5 
進む長寿化と高齢期生活の変容 

～世代とジェンダーの視点から～ 
春日 キスヨさん 
（臨床社会学者） 

 

④ ワンデーセミナーⅡ 

・形 式：集合 

・定 員：30 名 

・受講料：6,000 円 

・プログラム（13:00～16:00） 

実施日 テーマ 講 師 

9/3 子どもたちを社会で育む 
土居 和子さん 

（臨床心理士・公認心理師・社会福祉士） 

 

（イ）実績・成果 

① 受講者数等 

 「カウンセリングから学ぶ」に関しては、令和５年度は、定員を上回る 39 名の受講 

があった。 

  ワンデーセミナーの受講者は、目標とする定員の半数にとどまった。  

区 分 
修了者 

回数等 
令和５年度 令和４年度 

カウンセリングから学ぶ 37 名 29 名 
3 回連続 

（講師 1 人） 



4 

 

区 分 
修了者 

回数等 
令和５年度 令和４年度 

〃（フォローアップ研修） 18 名 17 名 
1 回 

（講師 1 人） 

ワンデーセミナーⅠ 15 名 － 
1 回 

（講師 1 人） 

ワンデーセミナーⅡ 15 名 － 
1 回 

（講師 1 人） 

専門家から学ぶ － 30 名 
3 回連続 

（講師 4 人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

カウンセリングから学ぶ      ワンデーセミナーⅠ         ワンデーセミナーⅡ 

宮田先生の講座          春日先生の講座           土居先生の講座 

 

② 受講者の満足度「カウンセリングから学ぶ」 

受講者の満足度は非常に高く、フォローアップ研修にもつながったものと思われる。 

 満足 やや満足 ふつう やや不満 不満 無回答 計 

6/24 
人数（人） 29 3 1 1   34 

割合（％） 85.3 8.8 2.9 2.9    

7/15 
人数（人） 28 3    3 34 

割合（％） 82.4 8.8    8.8  

7/22 
人数（人） 24 6 1   3 34 

割合（％） 70.6 17.6 2.9   8.8  

 

③ 受講者の声（抜粋） 

   ・ 講義の内容が大変分かりやすかった。理解しながら受講することができた。 

   ・ 少し専門的な内容も多く、聴きごたえがあった。 

   ・ 「聴く技術」の奥深さを知ることができ、大変勉強になった。 

   ・ 基本的なことを教えていただき、理解しているつもりではあったが、実際にはで 

きていない自分に気づくことができた。 

   ・ 受講料が高いのではないか。（ワンデーセミナー） 

 

（ウ）課題 

     社会的ニーズに応じた講座ではあったが、受講料の問題等などから、受講者の確保に苦 

慮した。 

 受講者の確保に向けて、受講料及び広報の仕方等を工夫する必要がある。 
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  （エ）今後の取組 

   当財団が実施する意義を考え、講座の内容を組み立てるとともに、無料公開講座や受講 

料の引き下げを検討し、引き続き、講座を実施する。 

 

ウ メンタルサポーター養成講座（平成 15 年度から開講） 

  （ア）実施内容 

相談業務や対人援助活動に携わる方を対象に、社会状況の変化や人間のこころの成り立 

ちを理解し、男女共同参画の視点を持った相談員を養成する講座を実施した。 

今期は、「困難女性支援法」施行に併せて、困難な問題を抱える女性や子どもの支援に焦 

点に当てるとともに、ＤＶや性被害など社会問題も取り上げた講座内容とした。 

・ 形 式：集合（７回連続講座） 

・ 定 員：25 名 

・ 受講料：30,000 円 

・ プログラム（10:30～15:30） 

実施日 テーマ 講 師 

10/22 
大人として子どもの困り感と向き合うために必要な
こと 

古元 邦子さん 
(心理相談室アフォーダンス代表) 

11/12 
成人期の精神疾患の理解と心のケア～発達障がいと
パーソナリティ障がいを中心に～ 

水谷 剛司さん 

(ほうゆう病院心理師室長) 

11/26 困難を抱える患者の支援～医療の現場から～ 河野 美代子さん 
(河野産婦人科クリニック 院長) 

12/10 女性が直面する苦境～ＤＶと性被害の実態と支援～ 
寺西 環江さん  

（和法律総合事務所 弁護士） 

1/14 
夫婦・子どもに対する支援～家族カウンセリングを
中心に～ 

村上 雅彦さん 
（広島ファミリールーム 所長） 

2/4 
老いゆく人と家族介護者の心理過程と支援～家族介
護者は何に直面し、どう苦悩しているのか～ 

野村 妙子さん 
（特別養護老人ホーム三滝苑 施設長） 

2/18 
対人援助職のためのセルフケア～学んだ知識や技能
を仕事や生活で活かすために～ 

小早川 久美子さん 
(えなカウンセリングルーム カウンセラー) 

 

（イ）実績・成果 

   受講者は 16 名、修了者は 15 名と目標とした定員を下回る結果となった。 

区 分 受講者 修了者 修了率 聴講生 開 講 期 間 

第 19 期 23 名 22 名 95.7％ 5 名 令和３年 10 月～令和４年４月 

第 20 期 23 名 23 名 100.0％ 7 名 令和４年 10 月～令和５年３月 

第 21 期 16 名 15 名 93.8％ 3 名 令和５年 10 月～令和６年２月 

  ※ 修了生(延べ)：662 名 

 

（ウ）課題 

     平成 15 年から事業を開始し、21 期を迎え、修了生は 662 名となっている。 

受講者が減少した理由としては、この講座が７回連続であること、受講料が 30,000 円 

と高額であることなど、受講者の負担感があることが考えられる。 

 

  （エ）今後の取組 

     当面、この事業は休止する。ただし、支援者養成のための講座は必要と考える。 

このため、広く県民を対象とし、支援者を目指す方を養成する講座は継続する。 
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（２）男女共同参画に関する研修・啓発 

ア 公開講座 

  （ア）実施内容 

   男女共同参画社会の実現に向け、広く県民の意識啓発を図るとともに、当財団が実施す 

る事業への誘導の役割も担って実施した。 

    

（イ）実績・成果 

   令和５年度は、県民や社会的ニーズに対応したテーマを選択し、４講座を実施した。 

   実施方法は、コロナ禍での講座実施でオンライン活用が日常化してきたため、会場とオ 

ンライン併用によるものが主流となった。 

   ＬＧＢＴ研修に関しては、教職員が参加しやすいよう、オンラインのみとし、学校単位 

で視聴可能との広報を行ったところ、 

・ 同僚教諭とともにグループ受講ができて良かった 

・ 遠方の学校からは会場まで行かなくても受講できて良かった 

・ 保健室を空けることなく視聴ができて良かった（養護教諭） 

などの声が寄せられ、好評であった。 

実施日 テーマ 講 師 定 員 受講料 受講者 

6/14 

男女共同参画週間特別
講座～なぜ縮まらない 
ジェンダー格差！～ 

【集合・オンライン】 

森永 康子さん 
（広島大学大学院教授） 

100 名 
（うちｵﾝﾗｲﾝ 70 名) 

無料 
101 名 

（うちｵﾝﾗｲﾝ 64 名) 

8/27 
私たちの社会が抱える
問題～性暴力～ 

【集合・オンライン】 

北仲 千里さん 

（広島大学准教授） 

100 名 
（うちｵﾝﾗｲﾝ 70 名) 

無料 
56 名 

（うちｵﾝﾗｲﾝ 38 名) 

1/25 

教職員を対象とした 
ＬＧＢＴ講演会 
～性の多様性と教育～ 
【オンライン】 

河口 和也さん 
（修道大学教授） 

160 名 無料 117 名 

1/27 

男女共同参画公開講座
～ＡＩとジェンダーを
考える～ 

【集合・オンライン】 

瀬古 素子さん 

（叡啓大学准教授） 
100 名 

（うちオンライン 70 名） 
無料 

61 名 
（うちｵﾝﾗｲﾝ 43 名) 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
6/14 森永先生の講座         8/27 北仲先生の講座      1/27 瀬古先生の講座 

 

（ウ）課題 

     無料公開講座は、受講者から好評を得ている。 

     当財団が実施する意義を踏まえ、オンラインを活用し、県内に限らず時流に応じた講師 

を選定する必要がある。 

 

   



7 

 

  （エ）今後の取組 

     引き続き、県民ニーズや社会的ニーズに対応した講座を実施する。 

 

イ エソールつながるトークリレー（YouTube 動画配信） 

  （ア）実施内容 

コロナ禍の影響から見えてきた課題に対応するため、啓発動画を作成し、YouTube を活 

用し配信することにより、広く県民への啓発を行った。 

 また、「女性に対する暴力をなくす運動月間」（11 月 12 日から 25 日）に合わせ、性別 

や年齢に関わらず、性暴力（セクハラ）やＤＶの問題が深刻化している社会状況を鑑み、 

広く県民に対し、各課題の実態や支援の方法を知り、自分ごととして考える啓発動画を 

作成し、YouTube で配信した。 

 

（イ）実績・成果 

公開期間 テーマ 講 師 備 考 

10/10～ 
からだ・こころ・くらしのセルフ

コントロール①～④ 

上手幸治さん 

（広島経済大学准教授） 
 

10/28～

2/29 

女性に対する暴力をなくそう 

（DV 編） 北仲千里さん 

（広島大学准教授） 

女性に対する暴力

を考える月間に合

わせて実施 
女性に対する暴力をなくそう 

（性暴力編） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ウ）課題 

     当財団が実施する講演や講座に参加が困難な方にとって、YouTube 配信は、個人の都合 

で、いつでも、どこでも、視聴することができるため、好評を得ている。 

 県民のニーズに沿ったテーマで動画作成することが求められている。 

 

 （エ）今後の取組 

     県民ニーズや社会的ニーズに応じたテーマで定期的に動画配信を行う。 

 

ウ ＬＧＢＴ関連事業 

  （ア）実施内容 

性的マイノリティを取り巻く現状を知り、そこから見える問題点について改善点や解決 

方法を模索しながら、すべての人たちにとって身近な問題であると認識することを目的と 

として講座を実施した。 

 ＬＧＢＴ関連講座については、高校生向け出前講座や広島県教育委員会との共催による 

「セクシュアリティ教育講演会」でも実施している。 
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（イ）実績・成果 

実施日 テーマ 講 師 受講料 受講者 

6/25 

ここいろ hiroshima 

５周年事業 

仲間・つながりづくり  

授業実践発表会・活動報告会 

當山敦己さん、高畑桜さん 

（ここいろ hiroshima 共同代表） 

河口 和也さん 

（広島修道大学教授） 

無料 
160 名 

（うちｵﾝﾗｲﾝ 100 名) 

1/25 

教職員を対象とした 
ＬＧＢＴ講演会 
～性の多様性と教育～ 
（再掲） 

河口 和也さん 

(修道大学教授) 
無料 

117 名 

（ｵﾝﾗｲﾝ) 

 

（ウ）課題 

     ＬＧＢＴに関する事業は公開講座のみとなっているが、このほかにも YouTube を活用 

した動画の配信など、幅広い啓発事業を展開する必要がある。 

 

  （エ）今後の取組 

     引き続き、県民ニーズや社会的ニーズに対応した事業展開を行う。 

 

エ 研修受託事業（平成 17 年度から実施） 

  （ア）実施内容 

   男女共同参画に関する講演・講座について、県内の機関・団体からの申請により、講師 

派遣を行い、県民の男女共同参画に関する意識啓発に寄与した。 

 

（イ）実績・成果 

   令和５年度は、17 団体 25 回、1,692 名の受講があった。 

   近年は、ＬＧＢＴに関する理解促進やアンコンシャスバイアスのテーマが増加傾向にあ 

る。  

実施日 依 頼 者 依頼内容（演題等） 受講者 

4/10 中国労働金庫労働組合 ＤＶの基礎知識 25 名 

5/19 福山市多様性社会推進課 職場におけるアンコンシャスバイアス 47 名 

7/25 
呉市阿賀地区人権教育・啓発推

進協議会 
ＬＧＢＴについて 58 名 

9/19 広島県障害者支援課 対人支援の技術に関する研修 7 名 

9/21 東広島市人権男女共同参画課 最強で最幸な家庭づくり 10 名 

9/27 

（午前） 
広島県北部総務事務所 人権研修（ＬＧＢＴについて） 88 名 

9/27 

（午後） 
広島県北部総務事務所 人権研修（ＬＧＢＴについて） 71 名 

9/30 
北広島町人権・生活総合相談セ

ンター 
男女共同参画講演会 80 名 

10/5 

（午前） 
広島県北部総務事務所 人権研修（ＬＧＢＴについて） 102 名 

10/5 

（午後） 
広島県北部総務事務所 人権研修（ＬＧＢＴについて） 93 名 
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実施日 依 頼 者 依頼内容（演題等） 受講者 

10/22 三次市定住対策・暮らし支援課 人生１００年時代のキャリアデザイン 19 名 

10/24 広島県北部総務事務所 女性の人権課題研修 166 名 

10/27 安芸津町商工会 ＬＧＢＴについて 5 名 

10/30 広島県北部総務事務所 女性の人権課題研修 194 名 

11/15 広島県農業協同組合中央会 女性活躍・男女共同参画について 22 名 

11/27 
広島県高等学校教育研究会養護

部会広島西部地区支部 
生命の安全教育 9 名 

11/30 神石高原町未来創造課 ファザーリングのすすめ 9 名 

12/4 備北地区労働者福祉協議会 ＬＧＢＴについて 62 名 

12/12 東広島市人権男女共同参画課 ワークライフバランス（動画配信） 456 名 

1/13 海田町社会福祉課 人権啓発事業 15 名 

1/16 
一般社団法人生命保険協会広島

県協会 
女性活躍推進について 33 名 

1/18 
一般社団法人生命保険協会広島

県協会 
女性活躍推進について 16 名 

2/13 尾道市職員労働組合女性部 女性のライフステージと健康 47 名 

3/4 
東広島市企業民主化経営推進協

議会 
心理的安全性について 24 名 

3/6 三次市定住対策・暮らし支援課 男女共同参画の歴史と現状と課題 34 名 

計 17 団体 25 回 

【参考】 

R04：13 団体 19 回 

R03：14 団体 17 回 

R02：12 団体 28 回 

R01：22 団体 35 回 

1,692 名 

 

（ウ）課題 

     その時々のニーズに応じたテーマについて、依頼元が希望する講師を確保する必要があ 

る。 

     

  （エ）今後の取組 

     当財団の趣旨に賛同し、男女共同参画に関し講演ができる講師の確保に努めるとともに、 

研修受託事業は、継続して実施する。 
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オ わたしらしい生き方を選択するためのワークショップ事業 

（川柳等公募キャンペーン事業）（広島県委託事業） 

（ア）目的 

「わたしらしい生き方応援プラン」に基づき、性別にかかわらず、個性と能力を十分に 

発揮しながら、人生のステージに応じて自分らしい働き方や暮らし方を選択している県民 

が増えることを目指すことを目的として、「川柳等公募キャンペーン事業」を広島県から 

受託し、実施した。 

 

（イ）実施概要 

    ○ 川柳等公募キャンペーンの企画・運営 

     ・ 作品の公募 

     ・ キャンペーンの周知 

     ・ 公募作品の審査 

     ・ 情報発信（ＳＮＳによる情報発信、リーフレットの作成） 

作品の募集期間  令和５年９月 14 日（木）～10 月 15 日（日） 

募集 公募サイト、はがき、ＦＡＸ等 

応募作品数 1,649 作品 

入賞作品 30 作品 

一般投票による共感度 No.1 賞 663 人からの投票 

 

・ 受賞作品の発表（授賞式の開催） 

最優秀賞 ご飯まだ？ 帰った時刻 同じだよ 

優秀賞 「手伝うよ」じゃのぉて一緒にやりますじゃ 

優秀賞 色眼鏡 押し付けられて 押し付けた 

審査員賞 理系です「女なのに？」は余計です 

審査員賞 早帰宅 見送る上司の 子は 3 歳 

県民共感度 NO.1 賞 ご飯まだ？ 帰った時刻 同じだよ 
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２ 多様なチャレンジを支援する事業 

（１）高校生向け出前授業 

ア 実施内容 

高校生が多様な人々がそれぞれの個性と能力を生かして自立した生活を送り、お互いを理

解し尊重することの大切さなどについて学んでもらうため、講師を学校へ派遣し、出前授業

を実施した。 

【テ―マ】 

  ① 男女共同参画の視点を通して働くこと 

② 命の教育について 

③ ＬＧＢＴについて 

④ デートＤＶについて 

⑤ その他男女共同参画社会づくりに資する内容 

なお、令和４年度までは全額当財団負担で同事業を実施していたが、令和５年度から広島

県教育委員会と共催で実施する「セクシュアリティ教育講演会」との整合を図るため、講師

謝金及び交通費は学校負担に変更した。 

 

イ 実績・成果 

  令和５年度は、５校で出前授業を実施した。 

実施日 実施高校名 テーマ 受講者 

4/28 進徳女子高等学校 ＬＧＢＴについて 19 名 

10/12 ノートルダム清心高等学校 ＬＧＢＴについて 179 名 

10/16 県立三次高等学校 ＬＧＢＴについて 182 名 

11/30 比治山女子高等学校 ＬＧＢＴについて 212 名 

1/18 広島学院高等学校 デートＤＶについて 192 名 

 計 ５校 784 名 

 

ウ 課題 

    提示したテーマは、高校生に学んでほしい内容であることから、各学校に事業の周知を 

図る必要がある。 

 

エ 今後の取組 

    事業は引き続き実施するとともに、広報にも注力する。 

 

 

（２）セクシュアリティ教育講演会 

  ア 実施内容 

    広島県教育委員会事務局との共催により、高校生等がセクシュアリティに関して理解を深

め、一人一人が自分らしく生きていくことができるよう、県立高等学校等でセクシュアリテ

ィに関する講演会を実施した。 

   【テーマ】 

    ・ 性的指向や性自認などの性の多様性の理解について 

    ・ 身体と心の変化と性行動や男女の相互理解などについて 
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  イ 実績・成果 

    令和５年度は、18 校での実施となった。 

    昨年度は 27 校での実施であったため、９校の減となった。 

    これは、学校からの希望があるにもかかわらず、講師との日程調整がつかなかったこと 

が要因と考えられる。 

実施日 実施高校名 テーマ 受講者 

5/31 広島国泰寺高等学校 性の多様性について理解を深めよう 332 名 

6/7 三次高等学校 
自分らしく生きる こころもからだもいろ
いろ 彩り豊かでええじゃん！ 

33 名 

6/30 日彰館高等学校 
セクシュアルマイノリティとは～互いを理
解するために～ 

222 名 

7/12 府中高等学校 自分らしく生きるために～性と生～ 420 名 

7/12 音戸高等学校 
生と性のお話し～大切なあなたを守るため
に～ 

80 名 

9/27 油木高等学校 生と性のおはなし 183 名 

10/6 高陽高等学校 
性的指向・性自認について（心の在り方、
自分らしさ） 

253 名 

10/18 福山商業高等学校 
大切なあなたへ～すてきないのち かがや
くいのち～ 

139 名 

10/25 千代田高等学校 
自分らしく生きる～こころもからだもいろ
いろ、彩り豊かでええじゃん～ 

171 名 

11/2 松永高等学校 助産師の「命のおはなし」 400 名 

11/9 因島高等学校 
自分らしく生きる こころもからだもいろ
いろ 彩り豊かでええじゃん！ 

200 名 

11/15 瀬戸田高等学校 
自分らしく生きる こころもからだもいろ
いろ彩り豊かでええじゃん！ 

104 名 

11/20 可部高等学校 
自分らしく生きる～こころもからだもいろ
いろ、彩り豊かでええじゃん！～ 

39 名 

11/24 尾道商業高等学校 若い君たちに伝えたいこと 203 名 

11/29 広島南特別支援学校 
自分らしく生きる こころもからだもいろ
いろ、彩り豊かでええじゃん！ 

34 名 

12/13 大崎海星高等学校 命の授業「自分の力を信じる」 36 名 

12/13 大崎海星高等学校 命の授業「大切な心と体を守るために」 23 名 

1/10 三原東高等学校 
性的指向・性自認（LGBTQ）などの性の多
様性の理解について 

180 名 

3/5 三次青陵高校 
自分らしく生きる～こころもからだもいろ
いろ、彩り豊かでええじゃん！～ 

75 名 

 計 18 校 19 回  3,127 名 

 

  ウ 課題 

    学校が希望する講師による授業が実施できるよう、講師陣の充実を図る必要がある。 

 

  エ 今後の取組 

    引き続き、広島県教育委員会事務局と連携し、事業を実施する。 
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Ⅱ 環境づくり 
 

１ 男女共同参画・ダイバーシティに関する交流事業・講座・研修の企画・実施 
  （再掲） 

（１）男女共同参画に関する研修・啓発（再掲） 

   （「人づくり」６ページ参照） 

 
 
２ 多様なチャレンジを支援する事業（一部再掲） 
（１）高校生向け出前授業（再掲） 

（「人づくり」１１ページ参照） 

 

（２）セクシュアリティ教育講演会（再掲） 

（「人づくり」１１ページ参照） 

 

（３）高校・大学等との連携 

  ア 実施内容 

高校生や大学生等に、ジェンダー平等等の課題について広く学んでもらうため、自主的な

学びや発信等を相互に連携してサポートした。 

 

  イ 実績・成果 

開催日 名称 内  容 参加者 

6/15 
7/20 
1/30 

叡啓大学 

ＳＮＳなどで人間関係が希薄になり、孤立の進む 
世代である 25 歳以下の学生等を対象に、リアル 
に交流できるよう居場所づくりを行った。 
企画・運営は叡啓大学の学生が行った。 

61 名 

7/6 安田女子大学 
公的施設の役割等を学ぶため、エソール広島の歴 
史及び取組を学ぶ講座を実施。 

53 名 

7/17 進徳女子高等学校 

当財団が共催した事業「Femtech Fes 2023 in 
Hiroshima」において女性の健康等に関する図書 
を展示するため、進徳女子高等学校の生徒が県立 
図書館に出向き、図書選定を行い、当日は県立図 
書館コーナーとして展示した。 

３名 

 

  ウ 課題 

    定期的に連携している高校・大学は限られていることから、当財団の認知度を高め、 

利用促進を図る必要がある。 

 

  エ 今後の取組 

    県内の高校や大学に積極的に働きかけ、連携を希望する学校に対してはサポートを行う。 

 
 
３ 男女共同参画・ダイバーシティに関する情報の収集及び提供 
 

（１）ホームページ及びＳＮＳ等を利用した情報発信 
ア 実施内容 

  （ア）ホームページの運営（平成１２年４月開設） 

     平成１２年４月に開設したエソール広島ホームページを活用し、講座・イベント情報等 

を発信するとともに、関係機関や団体の情報も発信した。 

また、新たなコンテンツを設けるなどして、県民が望む情報に少しでも早くたどり着く 

よう工夫した。 
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  （イ）メールマガジンの配信 

     財団や広島県が実施する講座やイベントを広く県民に周知するため、月２回、「エソー 

ルほっと通信」を配信した。また、タイムリーな情報発信には号外も活用した。 

 

（ウ）You Tube を活用した情報発信 

     様々な法改正や新たな制度、県民ニーズに対応し、専門家による You Tube を活用した 

講座を配信した。 

   

（エ）ＳＮＳを活用した情報発信 

     Facebook、LINE、Instagram を活用し、講座・イベント情報等の情報を発信した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Facebook           LINE             Instagram    

 

イ 実績・成果 

（ア）ホームページの運営（平成 12 年４月開設） 

① アクセス件数（全ページの総アクセス数） 

期  間 件  数 

令和３年４月～令和４年３月 100,553 件 

令和４年４月～令和５年３月 118,183 件 

令和５年４月～令和６年３月 107,257 件 

 

② アクセス件数の多いページ 

ページ 件  数 

施設案内 7,267 件 

施設利用 7,222 件 

相談したい方 6,389 件 

エソール広島の概要 5,038 件 

施設予約状況 3,300 件 

講座情報 2,886 件 

講座イベント情報 2,844 件 

第 21 期 メンタルサポーター養成講座 1,545 件 

講師派遣 1,429 件 

広島県相談機関・支援団体一覧 1,348 件 
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（イ）メールマガジンの配信（平成 18 年５月から実施） 

   ① 配信回数 

33 回（定期配信 24 回（月 2 回）、イベント等の号外配信 9 回、情報数 122 件） 

  

② 登録者 

 

 

 

 

 

 

（ウ）You Tube による動画公開（令和２年６月開設） 

期  間 
公開本数 

（総登録数） 
視聴回数 登録者数 

令和３年４月～令和４年３月 10 本  6,609 回  79 名  

令和４年４月～令和５年３月 14 本  4,177 回  123 名  

令和５年４月～令和６年３月 7 本（74 本） 3,467 回  142 名  

 

（エ）ＳＮＳによる投稿 

① Facebook の投稿（平成 30 年 12 月開設） 

期  間 投稿回数 フォロワー 

令和３年４月～令和４年３月 107 回  692 名  

令和４年４月～令和５年３月  72 回  717 名  

令和５年４月～令和６年３月 101 回  744 名  

 

② LINE の投稿（平成 31 年３月開設） 

期  間 投稿回数 登録者数 

令和３年４月～令和４年３月 51 回  74 名  

令和４年４月～令和５年３月 36 回  86 名  

令和５年４月～令和６年３月 20 回  71 名  

 

③ Instagram の配信（令和３年８月開設） 

期  間 投稿回数 フォロワー 

令和３年８月～令和４年３月 41 回  74 名  

令和４年４月～令和５年３月 36 回  106 名  

令和５年４月～令和６年３月  70 回  186 名  

 

ウ 課題 

    ホームページに関しては、作成後かなりの年限が経過していることなどもあり、当財団の 

   事業や魅力を十分に発信できていない。 

    また、スマートフォン対応となっていないことなどから、早急に改善する必要がある。 

 

エ 今後の取組 

    新たなホームページを作成し、コンテンツの充実を図る。 

    ＳＮＳに関しては、引き続き、タイムリーな情報を発信する。 
 

期  間 登録者 

令和３年４月～令和４年３月 1,177 名  

令和４年４月～令和５年３月 1,244 名  

令和５年４月～令和６年３月 1,369 名  
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（２）文献情報・視聴覚教材の収集及び提供（情報スペースの運営） 

ア 実施内容 

  （ア）図書の閲覧・貸出 

     男女共同参画社会実現のための学習、調査・研究等に必要な資料や図書、また、女性問 

題全般に関する情報を収集・整理し、県民に提供した。 

 

【保有状況等】 

区 分 内   容 保有数 提供方法 

図書 男女共同参画に関する内容 2,962 冊 
館内閲覧 

及び貸出 

行政資料 
国・都道府県作成の男女共同参画に関する 
調査・統計・報告書等 

433 冊 館内閲覧 

ＤＶＤ 
女性の生き方を考える国内外の映画・ 
ドキュメンタリー等 

50 本 

貸出 

パネル 男女共同参画に関する啓発等パネル 13 枚 

 

（イ）パネルの展示等 

   各種週間や月間に合わせ、情報スペースにおいて、パネル展示と関連図書展示を行い、 

週間や月間の啓発活動に努めた。 

 

（ウ）広島県立図書館との連携 

     男女共同参画に関する週間や月間に、広島県立図書館の蔵書を借り受け、展示するとと 

もに、エソール広島から貸出できる仕組みを構築した。 

 

  （エ）県立広島大学との連携 

     県立広島大学が制作したＳＤＧｓに関するＤＶＤの寄贈を受け、情報コーナーで展示す 

るとともに、貸出できる体制を整えた。 

 

  イ 実績・成果 

（ア）図書等の貸出実績 

区   分 令和５年度 令和４年度 令和３年度 

図書 278 冊  399 冊  376 冊  

ＤＶＤ 2 本  0 本  0 本  

パネル 2 件  1 件  1 件  

 

（イ）新着図書の広報及び「推し本コーナー」の設置 

     法改正等による社会情勢を把握したり、講義の中で講師からの紹介等により図書の購入

を行い、メルマガやインスタ等で広報を行った。（令和５年度は、３回実施。） 

     また、2 月から情報コーナーに「推し本コーナー」を設け、スタッフがジェンダーに関 

する図書で読みやすいものを定期的に推薦し、展示する試みを開始した。 
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（ウ）パネルの展示等 

     令和５年度は、３回、パネル展示や関連図書展示を行った。 

展示期間 月間・週間等 実施内容 

6.7～6.30 
男女共同参画週間 

（6.23～6.29） 

○「男女共同参画週間」企画展示 

・わた生きゼミ作品展 

・男女共同参画関連図書展示（県立図書館から貸与） 

・男女共同参画に関するパネル４枚（財団所有） 

 

 

展示期間 月間・週間等 実施内容 

11.12～

11.30 

女性に対する暴力を

なくす運動 

（11.12～11.25） 

○「女性と人権」企画展示 

・デジタルサイネージを活用した YouTube 動画再生 

・「なるほどジェンダー」パネル８枚 

（日本女性学習財団から貸与） 

・性被害・ＤＶ防止等関連図書展示 

（県立図書館から貸与） 

 

 

展示期間 月間・週間等 実施内容 

3.8～3.16 

女性の健康週間 
（3.1～3.8） 

・女性の健康に関連する図書展示 

国際女性デー 

（3.8） 

○「国際女性デー」企画展示 

・「なるほどジェンダー」パネル５枚 

（日本生学習財団から貸与） 

・国際女性デー関連図書展示 

 （県立図書館から貸与、デジタルサイネージを活 

用し、図書紹介） 
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（エ）広島県立図書館との連携 

     令和５年度は、４回、県立図書館から貸与を行い、展示した。 

     中でも、７月 14 日に当財団が共催した「Femtech Fes 2023 in Hiroshima」では、生 

理の貧困について取組を行っている進徳女子高等学校の生徒３名が県立図書館に出向き、 

生理や健康に関するテーマなど、展示する図書の選定を行った。 

展示期間 月間・週間等 貸与図書数 

6.7～6.30 男女共同参画週間（6.23～6.29） 30 冊 

7.14 Femtech Fes 2023 in Hiroshima（7.14） 33 冊 

11.12～11.30 女性に対する暴力をなくす運動（11.12～11.25） 22 冊 

3.8～3.16 国際女性デー（3.8）女性の健康週間（3.1～3.8） 11 冊 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（オ）県立広島大学との連携 

     ＳＤＧｓに関する県民の意識を高めるため、寄贈を受けたＤＶＤのコーナーを設け、 

展示を行った。 

 

 

ウ 課題 

    男女共同参画に関する図書を中心に閲覧・貸出を行っているところは県内でも数少ない 

が、県民に情報コーナーの認知度が低い。 

 

エ 今後の取組 

    図書分類に関し、再整理し、県民に利用しやすい環境整備に努める。 

 

 

４ 女性団体等との協働・連携及び活動・交流支援 
（１）女性団体等との協働・連携 

  ア 実施内容 



19 

 

関係機関と連携し、男女共同参画社会の実現に資する事業等を実施する。 

 

 

イ 実績・成果 

（ア）連携 

   令和５年度は、関係機関・団体（９団体）と連携し、６事業９回実施した。 

   特に、当財団が初めて連携し、エソール広島で開催した事業は、フェムテックに関する 

イベント「Femtech Fes 2023 in Hiroshima」と、「50 代女性のためのキャリアデザインセ 

ミナー」である。 

開催日 団体名 内  容 参加者 

7/10 

8/9 
日本政策金融公庫 

女性起業家支援 FLAP 
集客力アップ Instagram 講座 

130 名 

（うちｵﾝﾗｲﾝ 70 名) 

7/17 Femnication Project Femtech Fes 2023 in Hiroshima 120 名 

9/29 

1/31 
広島県 

みんなのＤＸ研修 

～女性×デジタル～ 
117 名 

（うちｵﾝﾗｲﾝ 75 名) 

10/11 

10/14 

広島キャリア形成・学び直し

支援センター 

50 代女性のためのキャリアデザイン

セミナー 
23 名 

10/28 
広島県地域女性団体連絡協議会 
広島県の男女共同参画をすすめる会 

広島県女性議員クラブ 

おりづるタワー移転 5 周年記念エソ

ール広島関連団体共同事業「女性と

政治参画」 

111 名 

（うちｵﾝﾗｲﾝ 56 名) 

3/16 

広島県の男女共同参画をすすめる会 

広島県地域女性団体連絡協議会 
広島県女性議員クラブ 

広島県紅葉会 

国際女性デー記念企画パネルディス

カッション 

55 名 

（うちｵﾝﾗｲﾝ 10 名) 

計 ９団体９回  
556 名 

（うちｵﾝﾗｲﾝ 211 名) 

 

（イ）共催 

   令和５年度は 17 団体 28 回の共催事業を行った。前年度と比較すると、４団体１回 

の増となっている。 

開催日 団体名 内   容 参加者 

4/13～
3/14 

（12 日） 
公益財団法人広島県看護協会 定例相談（まちなか相談）等 136 名 

4/16 ANT-Hiroshima 
みんなの市民サミット 2023 関連イベ 

ント「ウクライナを考える」 
53 名 

5/2 被爆体験を継承する会 
マーシャル諸島からエヴィリンさんが

やってくる！ 

100 名 

（うちｵﾝﾗｲﾝ 46 名)  

6/7 広島県生活協同組合連合会 
2023「戦争も核兵器もない平和な世界

を」市民の集い 

100 名 

（うちｵﾝﾗｲﾝ 36 名)  

6/24 
広島弁護士会、日本弁護士連合

会 
全国一斉女性の権利ホットライン 7 名 

7/10 

8/9 

日本政策金融公庫 

女性起業家支援 FLAP 
集客力アップ Instagram 講座 

130 名 

（うちｵﾝﾗｲﾝ 70 名) 

7/17 Femnication Project Femtech Fes 2023 in Hiroshima 120 名 

9/28 
広島県・今治市雇用労働相談 

センター 

事業主・労務管理職向け～ハラスメン

ト対策 

43 名 

（うちｵﾝﾗｲﾝ 32 名) 

  9/29 

1/31 
広島県 みんなのＤＸ研修～女性×デジタル～ 

117 名 

（うちｵﾝﾗｲﾝ 75 名) 

10/7 広島県の男女共同参画をすすめる会 
令和５年度広島県の男女共同参画をす

すめる会がお贈りする映画祭 
400 名 
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開催日 団体名 内   容 参加者 

  10/11 

10/14 

広島キャリア形成・学び直し支

援センター 

50 代女性のためのキャリアデザインセ

ミナー 
23 名 

10/28 
広島県地域女性団体連絡協議会 
広島県の男女共同参画をすすめる会 

広島県女性議員クラブ 

おりづるタワー移転５周年記念エソー

ル広島関連団体共同事業「女性と政治

参画」 

111 名 

（うちｵﾝﾗｲﾝ 56 名) 

 12/16 
広島県地域女性団体連絡協議会 

熊野町女性会 
広島県の女性のつどい 122 名 

3/16 

広島県の男女共同参画をすすめる会 

広島県地域女性団体連絡協議会

広島県女性議員クラブ 

広島県紅葉会 

国際女性デー記念企画パネルディスカ

ッション 

55 名 

（うちｵﾝﾗｲﾝ 10 名) 

計  17 団体 28 回 
【参考】R4：13 団体 27 回 

R3：17 団体 35 回 

1,517 名 

（うちｵﾝﾗｲﾝ 325 名) 

 

（ウ）後援 

   令和５年度は 11 団体 12 回の後援を行った。前年度と比較すると、1 団体増、回数 

は 1 回の減となっている。 

開催日 団体名 内   容 

4/8～

11/22 
広島県民文化大学 広島県民文化大学 第 2 期（2023 年度）（7 回） 

5/27 公益財団法人広島県看護協会 令和５年度「看護の日」広島県大会 

6/25 ここいろ hiroshima 
ここいろ hiroshima５周年事業 授業実践発表会・ 

活動報告会 

6/4 プロジェクトひろしま２１ 第 11 回ワールドフェスタ 

9/23 広島県母と女性教職員の会 第 69 回広島県母と女性教職員の会 

10/29 
公益社団法人家庭問題情報センター

(FPIC)広島ファミリー相談室 
令和５年度 家庭問題無料相談会 

9/17～

9/18 

リレーフォーライフ広島実行 

委員会 
リレー・フォー・ライフ・ジャパン 2023 広島 

11/9～

12/18 
Skytail Photo Hiroshima Faces『広島で輝く女性シリーズ』2023 

11/26 広島テレビ放送株式会社 スマルナ presents フェムミナーレ in Hiroshima 

3/2 
結婚の平等に YES!広島実行委 

員会 

結婚の平等に YES!「愛で家庭に 同性婚への道のり」
上映会＆トークイベント 

3/5～3/10 広島司法書士会 女性司法書士による女性のための相談会 

3/30～

3/31 
広島テレビ放送株式会社 フェムミナーレ in Hiroshima 

計  11 団体 12 回 【参考】R4：10 団体 13 回、R3：７団体 7 回 

 

ウ 課題 

    エソール広島を活動拠点とする団体及び男女共同参画を推進する団体の把握ができていな 

い。 

 

エ 今後の取組 

  男女共同参画の推進に寄与する事業を実施する機関・団体とは、積極的に連携し、エソー

ル広島の認知度を高める。 
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（２）女性団体等への活動・交流支援 

  ア 実施内容 

（ア）研修室・交流スペースの運営 

    ① 活動場所の提供 

・研修室１・２（定員：各 30 名、全室利用 60 名） 

・交流スペース（定員：８名) 

    ② 事務用品収納ボックス提供 

③ コピー機の提供（使用は実費） 

 

イ 実績・成果 

施設利用団体登録者 

    245 団体（令和４年度末：201 団体） 

 

【エソール広島利用者数】 

エソール広島利用者総数 25,566 名 

内 

訳 

① 研修室・交流スペースの利用者数 17,136 名 

② 情報スペース等（上記①以外）の利用者数 2,475 名 

③ 外部施設で開催した財団主催又は共催の講座等の参加者数 5,955 名 

 

ウ 課題 

    エソール広島利用者数の目標値である 30,000 人に達してない。広島県が令和５年５月に

実施したインターネットアンケート調査によると、エソール広島の認知度は低い状況が伺え

る。 
 

エ 今後の取組 

  様々な機会を捉えて、エソール広島の認知度向上に向け、広報・啓発に注力する。 

 
 
Ⅲ 安心づくり 
 
１ 男女共同参画に関する相談 
（１）相談事業（エソール広島相談事業） 

ア 実施内容 

  全ての県民が自立して生きていくうえで生じる様々な悩みについて、相談者自らが解決 

の方策を見出すことができるよう相談に応じている。 

  また、関係機関・団体と連携することで、相談により適切に対応できる体制づくりに努 

めている。 

  電話相談及び面接相談は、専任相談員１名、相談員１名のほか、ボランティアによる相 

談員が交代制で対応している。 

 ＬＧＢＴ電話相談は、ＬＧＢＴに関して知識・理解のある者に相談員を委嘱している。 

 

（ア）電話相談   

内容 
日常生活上の様々な悩みを受け止め、相談者自らが解決の方法を見いだすよう 

サポートし、多様な悩みについて他機関と連携し解決していく。 

体制 
専任相談員１名、相談員１名、ボランティア相談員 29 名(男性２名含む。交代で１、
２名が対応) 



22 

 

日時 10 時～16 時（水曜日・日曜日・祝日を除く） 

 
 

（イ）面接相談 

内容 夫婦、家族等の問題について面接による相談【予約制】 

体制 専任相談員１名、ボランティア相談員４名（交代で１名が対応） 

日時 原則として毎週金曜日 13 時～16 時（１日２件） 

 

（ウ）ＬＧＢＴ相談【電話相談】（平成 29 年 10 月から実施） 

内容 
自身の性的指向や性別の違和感、自分の性別がはっきりわからない等の相談、学校

や職場等環境についての相談、具体的な対応事例の提案等を行う。 

体制 
専任相談員１名、相談員３名 

※相談員は LGBT についての知識を持ち、相談員としての実績がある者 

日時 毎週土曜日 10 時～16 時（祝日を除く）  

 

イ 実績・成果 

（ア）相談件数  

年 度 電話相談 内 LGBT 面接相談 計 

令和３年度 2,067 件 234 件 101 件 2,168 件 

令和４年度 2,375 件 210 件 110 件 2,485 件 

令和５年度 2,481 件 263 件 105 件 2,586 件 

   

 【内訳】 

    ① 相談者の年代 

区 分 
電 話 相 談 面 接 相 談 

件 数 構成比 件 数 構成比 

30 代未満 83 件 3.4％ 3 件 2.9％ 

30 代 189 件 7.6％ 17 件 16.2％ 

40 代 377 件 15.2％ 23 件 21.9％ 

50 代 1,013 件 40.8％ 38 件 36.2％ 

60 代 520 件 21.0％ 16 件 15.2％ 

70 代以上 258 件 10.4％ 8 件 7.6％ 

不明 41 件 1.7％ 0 件 0％ 

計  2,481 件  105 件  
 

② 相談者の性別 

区 分 
電 話 相 談 面 接 相 談 

件 数 構成比 件 数 構成比 

女 性 2,079 件 83.8％ 82 件 78.1％ 

男 性 296 件 11.9％ 18 件 17.1％ 

不 明 106 件 4.3％ 5 件 4.8％ 

計  2,481 件  105 件                                                                                                                                                                                                                    
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③ 相談内容 

区 分 
電 話 相 談 面 接 相 談 

件 数 構成比 件 数 構成比 

家 族 450 件 18.1％ 18 件 17.1％ 

夫 婦 239 件 9.6％ 65 件 61.9％ 

男 女 30 件 1.2％ 1 件 1.0％ 

人 生 600 件 24.2％ 10 件 9.5％ 

対 人 368 件 14.8％ 0 件 0％ 

健 康 312 件 12.6％ 6 件 5.7％ 

職 場 90 件 3.6％ 0 件 0％ 

ＬＧＢＴ 263 件 10.6％ 5 件 4.8％ 

その他 129 件 5.2％ 0 件 0％ 

計  2,481 件  105 件  

（内ＤＶ） 262 件 10.6％ 39 件 37.1％ 

   

ウ 課題 

    ボランティア相談員の安定的な確保が困難な状況となっている。 

このため、新たな相談員を開拓し、相談技術の向上に努める必要がある。 

 

  エ 今後の取組 

    より社会の変化に対応できるよう相談員研修を定期的に開催する。 

    また、ボランティア相談員の任期が令和５年度末までであることから、６、７年度の相談 

員を広く県民から募集する。 

 

 

（２）専門家による無料相談会（広島県委託事業） 

  ア 実施内容 

    少子高齢化の進展や家族の形の変化に加え、新型コロナウィルス禍に外出自粛が続いたこ 

とで人とのつながりが希薄になるなど複雑な社会情勢下において、孤立・孤独を深め、深刻 

な悩みを抱えている人が取り残されないよう、相談者のニーズに合わせた専門家による相談 

会を、広島県からの受託により２回開催した。 

 

  イ 実績・成果 

  （ア）専門家相談員及び相談者数 

対面形式により実施 

実施日 専門家 相談者 

9/23 

修道大学教授（LGBT） 河口 和也さん 

41 人 
ここいろ hiroshima 共同代表（LGBT） 當山 敦己さん 

ここいろ hiroshima 共同代表（LGBT） 高畑  桜さん 

臨床心理士 大杉 恵子さん 
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実施日 専門家 相談者 

弁護士 寺本 佳代さん 

弁護士 大畠 礼香さん 

2/23 

修道大学教授（LGBT） 河口 和也さん 

29 人 

一般社団法人ここいろ hiroshima  

共同代表理事（LGBT） 
當山 敦己さん 

一般社団法人ここいろ hiroshima 

共同代表理事（LGBT） 
高畑  桜さん 

臨床心理士 大杉 恵子さん 

弁護士 寺本 佳代さん 

弁護士 藤本 圭子さん 

 

 （イ）当日の相談室 

    相談室は、相談者が安心して相談できるよう、雰囲気づくりに努めた。 

 

（ウ）相談内容について 

ＬＧＢＴ 

・学校生活について 
・家庭環境・家族の悩みについて 
・人間関係について 
・将来のことについて  
・身体のことについて 等 

臨床心理士 

・自分自身のこと、心の健康について 
・家族の問題について 
・ＤＶについて 
・職場の問題について 
・将来のことについて 等 

弁護士 

・性被害について 
・夫婦・家族・離婚の問題について 
・交通事故について 
・職場の問題について 
・デートＤＶについて 等 

 

（エ）相談者の満足度 

 満足 やや満足 ふつう やや不満 不満 無回答 計 

９月 
人数（人） 29 5 1   1 36 

割合（％） 80.6 13.9 2.8   2.8  

２月 
人数（人） 22 4 1   2 29 

割合（％） 75.9 13.8 3.4   6.9  

 

 （オ）相談者の声（抜粋） 

【ＬＧＢＴ相談】 

・ たくさんお話を聞いていただけて、気持ちが整理できた。 

・ 毎日、いろんなことで悩むが、子どもの力を信じていこうと思った。 

・ ほんの少し楽になった。親に言えないことも言えて、心の底のことも言えたと思う。 
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【ＬＧＢＴグループ相談】 

・ 進学や将来の仕事の話など聞けて良かった。 

・ 今の接し方で良いと言ってくださって安心した。 

・ 子どもの居場所となれるところがあってありがたい。 

・ 子どものことでとても悩んでいたが、いろんな考えの人がいると分かり、心が軽くな 

った。 

 

【臨床心理士相談】 

・ 的を得たアドバイスで、今日から実践してみようと思う。ズバリ言っていただけて、 

ありがたかった。 

・ カウンセリングの重要性を知りつつも、自分自身は受けたことはなかった。 

今日初めて受けてみて、自分の気持ちの変化にびっくりしている。自分だけでは気が 

付くことができない部分を先生が引っ張り出してくださったお陰で、自分のやることが 

はっきり見えてきた！と同時に来た時に抱えていた疲れが軽くなった。 

 

【弁護士相談】 

・ 自ら弁護士さんのところへ足を運ぶことはなかなかできないので、相談ができて良か 

った。 

・ 初めてのことで分からないことが多かったが、親身に相談にのってくださったので、 

 心強かった。不安だらけで今後が心配でしたが、少し楽になった。 

 

  ウ 課題 

    実施後のアンケート調査によると、定期的な開催を望む声が多く聞かれた。 

    また、相談内容も複雑・多様化しており、弁護士、臨床心理士両者からの支援を必要とす 

る相談者もおり、新たな相談体制を検討する必要がある。 

   

エ 今後の取組 

    来年度も、専門家による相談会の開催を継続する。 

    また、様々な角度からの支援を必要とする場合の相談体制を検討する。 

 

 

（３）相談員研修 

  ア 実施内容 

    ボランティア相談員、ＬＧＢＴ電話相談員の資質・技術向上のため、相談員研修を実施し 

た。 

     

  イ 実績・成果 

   ・ ５月、７月、３月の３回、事例検討による研修会を開催した。 

   ・ 当財団が実施した無料公開講座を研修会と位置づけた。 

   ・ ＬＧＢＴ相談員については、対人支援の技術「カウンセリングから学ぶ」、「フォローア 

ップ研修」を相談員研修と位置づけ、参加した。（各２名） 

   

ウ 課題 

  ここ数年は、コロナ禍ということもあり、研修の回数が減少していた。 

    また、講師を招聘しての研修は、講師の都合と 30 名を超すボランティア相談員の日程を 

調整することが難しかった。 

 

  エ 今後の取組 
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    相談員の資質・技術向上に向け、定期的に事例検討会や相談員研修を実施する。 

 

 

Ⅳ 財団運営 

（１）評議員会の開催 

開催日 内  容 

6/26（第 14 回） 
・令和４年度事業報告・決算 

・理事の選任  

 

（２）理事会の開催 

開催日 内  容 

6/7（第 27 回） 
・令和４年度事業報告・決算 

・理事の選任 

3/22（第 28 回） 

・令和５年度補正予算 

・令和６年度事業計画 

・令和６年度予算 他 

 

（３）広島県女性総合センター（エソール広島）の管理運営 

広島県女性総合センターの適切な管理運営を実施した。 

 

（４）財団への支援 

   エソール広島応援サポーター制度を令和４年 12 月１日に創設し、現在サポーターを募集中 

である。 

   ・登録状況 

４団体、１０名 


